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a. 測定日３０日間の選定理由 

★理由 
 １年間を平均して0AB-J IP電話の呼量が最大となる連続した１時間
を選定し、該当時間の呼量の多い日順にTOP30を精査したところ、休
日明けに偏る傾向が見られたため。 

年間呼量 

時間 呼量 

0時台 700223866723  

1時台 341273159275  

・・・ ・・・ 

9時台 11952147215184  

10時台 10865423866477  

・・・ ・・・  

22時台 3611342969707  

23時台 1537208364539  

①最大呼量の時間帯選定： 
９時台 

②9時台の呼量TOP30： 
休日明けが8割を占める 

呼量TOP30の傾向 

件数 傾向 

17件 月曜日（休日明け）  

4件 祝日明けの平日 

2件 正月明けの平日 

7件 平日 

③計測日の選定： 
毎週の休日明けの52日 

 測定日 ： 毎週の休日明け （最大52日分※） 
※1年52週 

※本表の値は実測値
とは異なります 

構成員限り 
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b. 測定区間・測定箇所・測定機材・測定項目 

DSLA 
DSLA 

パケットキャプチャ パケットキャプチャ 

総合品質 接続品質 NW品質 

Ｒ値 
平均
遅延 

呼損率 
呼出音の通
知まで秒数 

UNI～UNI間 UNI～NNI間 
平均
遅延 

揺らぎ 
パケット損

失率 
平均遅
延 

揺らぎ 
パケット損

失率 

DSLA ● ● ● ● 

パケットキャプチャ ● ● ● ● ● ● 

ソフトバンクテレコム 
千葉センタ 

※制御用PC 

ソフトバンクテレコム 
北海道NWC（札幌） 

ソフトバンクテレコム 
九州NWC（福岡） 

※千葉センタに制御PCを設置し、測定サイトの測定器を
遠隔制御、測定実施、データの収集を行う。 

TA TA 

0ABJ_IP電話 0ABJ_IP電話 

最長区間の拠点間を設定（限界系） 

測定機材 

測定項目 

ONU ONU SBTM IP網 

GWR GWR 

構成員限り 
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c. 測定頻度・測定内容 

ソフトバンクテレコム 
北海道NWC（札幌） 

ソフトバンクテレコム 
九州NWC（福岡） 

測
定 

開始 

終了 

開始 

終了 
測
定 

測
定 

開始 

時
間
の
流
れ 

２分 

３分 

２分 

３分 

1回分 
（10分） 

測定内容 

総合品質 

R値 
最悪値 

最良値 

平均遅延 
最悪値 

最良値 

接続品質 

呼損率 
最悪値 

最良値 

呼出音の通
知 

最悪値 

最良値 

NW品質 

UNI-UNI 

平均遅延 
最悪値 

最良値 

揺らぎ 
最悪値 

最良値 

パケット損
失率 

最悪値 

最良値 

UNI-NNI 

平均遅延 
最悪値 

最良値 

揺らぎ 
最悪値 

最良値 

パケット損
失率 

最悪値 

最良値 

構成員限り 

測定頻度： １時間当たり６回 
  ※「（測定2分＋インターバル3分）×２拠点」で１回分とカウント（計10分） 
  ※測定日の24時間実施 （1日で１４４回実施） 

測定内容： 1回ごとに、各項目の最良値・最悪値を測定 
  ※呼損率については1測定ごとの計12回 
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報告 
内容 

総合品質 接続品質 NW品質 

Ｒ値 平均遅延 呼損率 
呼出音の
通知まで
時間 

UNI～UNI間 UNI～NNI間 

平均遅延 揺らぎ 
パケット損

失率 
平均遅延 揺らぎ 

パケット損
失率 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

最悪
値 

最良
値 

０時台 90 92 66 54 0 0 2 2 54 19 0 0 0 0 24 19 0 0 0 0 
・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 

23時台 XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX 

d. データの計算方法 

呼損率：１時間当たり１２回の全測定結果から、呼損率を算出 
 ※呼損した回数÷１２＝呼損率 

その他：１時間当たり６回の全計測結果から、最良値と最悪値を抽出 

測定 
回数 

総合品質 接続品質 NW品質 

Ｒ値 平均遅延 呼損率 
呼出音の
通知まで
時間 

UNI～UNI間 UNI～NNI間 

平均遅延 揺らぎ 
パケット損

失率 
平均遅延 揺らぎ 

パケット損
失率 

１回目  90 90  60 59 0 0 2 2 32 21 0 0 0 0 24 23 0 0 0 0 
２回目  91 92 66  64 0 0 2 2 26 24 0 0 0 0 23 20 0 0 0 0 
３回目  91 91  64 54 0 0 2 2 54 30 0 0 0 0 20 20 0 0 0 0 
４回目 91 91 60 59 0 0 2 2 30 26 0 0 0 0 23 22 0 0 0 0 
５回目 91 91 61 59 0 0 2 2 28 19 0 0 0 0 23 22 0 0 0 0 
６回目 91 91  61 59 0 0 2 2 32 22 0 0 0 0 22 19 0 0 0 0 

※本表の値は実測値とは異なります 

構成員限り 
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e. R値の計算パラメータ 

＜Ｒ値算出方法＞ 
 
◇ Ｅモデル計算式を使用。 
 
・T=Tr/2=Ta= 
遅延時間実測値（測定回毎） 
・Ppl= パケロス値（測定回毎） 
・le= コーデックG.711の値 
・Bpl=  コーデックG.711 + 
PLCの値 
 
・その他 
TTC標準「JJ-201.01 IP電話
の通話品質評価法」のデフォル
ト値を使用 

No. 略語 概要 入力値 

1 SLR 電話機を含めた送話ラウドネス +8dB 

2 RLR 電話機を含めた受話ラウドネス +2dB 

3 STMR 電話機の送話側音量 15dB 

4 LSTR 電話機の受話側音量 18dB 

5 Ds 送信側電話機の受話側音と送話側音の感度差 3 

6 Dr 受信側電話機の受話側音と送話側音の感度差 3 

7 TELR 送話者エコー経路のラウドネス 65dB 

8 WEPL 受話者エコー経路のラウドネス 110dB 

9 T エコー経路の平均片道遅延 【実測値利用】 

10 Tr 4線ループ区間の往復伝送遅延 【実測値利用】 

11 Ta エンド・エンドの遅延 【実測値利用】 

12 qdu PCM系コーデックの量子化した回数 1 

13 Ie 符号化歪主観品質劣化（符号化，パケットロス） 0 (G.711) 

14 Bpl コーデックのパケット損失耐性 25.1（G.711+PLC） 

15 Ppl ランダムパケット損失率 【実測値利用】 

16 BurstR パケット損失パタンのバースト性 1 

17 Nc 回線雑音量 -70dBm0p 

18 Nfor 加入線への誘導雑音量（無通話時の雑音） -64dBmp 

19 Ps 送話側の室内騒音量 35dB(A) 

20 Pr 受話側の室内騒音量 35dB(A) 

21 A 利便性などのプラス要因 0 

構成員限り 
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インターネットプロトコル電話用設備通信品質の測定実績 

※ＦＹ１３年度測定結果のうち、最悪値を記載 

総合品質 接続品質 ネットワーク品質 

R値 平均遅延 呼損率 
呼出音の
通知まで 

UNI～UNI UNI～NNI 

平均遅延 揺らぎ 
ﾊﾟｹｯﾄ 
損失率 

平均遅延 揺らぎ 
ﾊﾟｹｯﾄ 
損失率 

80超 
150ミリ
秒未満 

0.15以下 30秒以下 
70ﾐﾘ秒
以下 

20ﾐﾘ秒
以下 

0.1％ 
以下 

50ﾐﾘ秒
以下 

10ﾐﾘ秒
以下 

0.05％ 
以下 

９１ ８１ ０ ２ ３１ ５ ０ ２８ ３ ０ 

構成員限り 
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